
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

実施期間中、横須賀市内・近郊で行われる市民公益活動団体の行事で、体験
の場を提供してくださる団体を募集します。 

（夏の市民活動・ボランティア体験 2013実施報告は中面にあります。） 

 

多くの人に参加してもらえるよう「市民活動イベント情報」（冊子）では次の６つの 

メニュー項目でＰＲします。次のメニューの中から団体の活動や受け入れ内容に適する項目を選

んでください。（複数選択可）※内容によっては事務局で調整させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催期間：２０１５年７月１１日（土）～８月３１日（月） 

 

夏の「アウトドア自然体験」 

外で思いっきり活動したい方、自由研究 

のヒントになる活動を紹介します。予備知識や 

資料のまとめ方等のアドバイスをお願いします。 

ちょこっとボランティア 

「夏休みボランティア体験」 

団体の活動にボランティアスタッフとして参加

できるものを紹介します。やってほしい内容、 

参加の条件等を記入してください。 

作って極める「ものづくり体験」 

喜ばれるものづくりを通じて活動を体験します。

自由研究のヒントになるような活動を紹介して

ください。 

夏こそ「体力アップ体験」 

夏休みに参加者の体力がアップするような活動

を紹介します。参加者が目標を持って参加できる

ような活動です。 

聴いて得する「講習会・講演会体験」 

講習会、講演会に参加し、テーマについて深く

考えるような企画をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

「夏の市民活動・ボランティア体験」、昨年に引き続き「ヤング市民活動・ボランティ

ア体験」というジャンルを設けます。これからの市民活動を担う学生、子どもたちに、

市民活動やボランティアを体験してもらいます。今だからこそ「伝えたいこと」を一緒

に考えてみませんか？ 

学生さん、子どもたち大歓迎！ 

「ヤング市民活動･ボランティア体験」 

夏休みに学生、子どもたちが体験できる 

イベントをお願いします。 

申込み・問い合わせ・相談など 

横須賀市立市民活動サポートセンター （担当：大島理恵子） 

〒２３８－００４１ 横須賀市本町３－２７ 

電話０４６－８２８－３１３０ FAX０４６－８２８－３１３２ 

E-mail: info@yokosuka-supportcenter.jp 

 



募集要項 
◆ 参加にあたってのお願い  

・参加団体説明会（６月１２日（金）１９：００～２１：００）と報告会（９月１１日（金） 

１９：００～２１：００）には必ずご出席ください。（会場：当センター） 

・参加団体説明会に行事内容の記載したポスター（Ａ３サイズ※形式自由）をご持参ください。 

市役所１Ｆ展示場と、期間中館内展示をいたします。 

 ・団体間の交流を深めるため他団体のイベントに団体交流リポーターとして参加し、９月１１日（金）

報告会のときに報告をお願いします。報告は 10月発行の「イベント報告集」にも掲載いたします。

なお参加団体間のリポーターは団体交流を兼ねております。ご協力をお願いします。 

◆ 応募方法 
参加申込書に必要事項を記入し、５月２７日（水）までに当センターにご提出ください。 
（ファクス、郵便、メールも可。） 

◆ 参加決定 
申し込み後、行事内容が記載された参加決定通知書をお送りします。内容の確認をお願いします。 
 

◆ 「夏の市民活動・ボランティア体験」は学生、子ども、親子に広く広報する関係上、主旨にそぐわ
ないと判断したイベントの参加をお断りする可能性があります。ご了承ください。 

 

追加企画 
 ◆参加団体の説明会、団体の広報活動についての意見交換会 

６月１２日（金）１９：００～２１：００（必ず参加） 

  広報活動が上手な団体より、どんなことを工夫し、努力しているのかを聞くとともに、参加団体同
士の意見交換を行います。 

 
◆関東学院大学授業での出張 PR 

６月２９日（月）１４：４０～１６：１０（任意、希望多数の場合は抽選） 

  関東学院大学、関東学院大学 社会福祉実習室、CVC（地域連携・貢献活動学生部会）の皆様の 

ご協力をいただき、授業内で出張 PR を開催します。各団体５分程度の PR の後、ブースを設けて
個別対応をしていただきます。 

 
◆神奈川県立保健福祉大学授業での出張 PR 

７月１４日（火）１０：４０～１２：１０（任意、希望多数の場合は抽選） 

  今年も神奈川県立保健福祉大学のご協力をいただき、「ボランティア・市民活動論」の授業内で出
張 PRを開催します。各団体５分程度の PRの後、ブースを設けて個別対応をしていただきます。 

 

各大学での出張 PRに参加する団体を対象に、効果的なプレゼンテーションをするための学習会 

（日程未定）や、プレゼンテーションに欠かせないパワーポイントでのスライド作りなどをお手伝い
します！ 

 

 

【ご注意】各大学の試験期間情報 

関東学院大学 

   試験期間：７月２２日（水）～２９日（水） 

神奈川県立保健福祉大学 

   試験期間：７月３１日（金）まで（ただし学年によっては、８月の第１週まで） 

 

この試験期間中は学生たちの参加が難しいかと思われます。ご参考になさってください。 

 

 



 

◆今年もやります「P-1グランプリ」 

７月１１日（土）～８月３１日（月）（必ず参加） 

夏の市民活動・ボランティア体験を多くの方に知っていただくために、今年も「P-1 グランプリ」
を開催いたします。６月１２日（金）の説明会でご提出いただきますポスター（A3 形式自由）の
人気投票を行います。多くの方にイベントや団体を知っていただく機会となりますので、ぜひステ
キなポスターの製作をお願いいたします。 

 

広報について 
◆サポートセンターの広報活動について 

・メディアによる広報活動：広報よこすか、情報誌のたろん、情報広場、神奈川新聞社、ＦＭブルー湘南 

・ポスターによる広報活動：市立小中学校、県立高校、私立小,中,高校、県立保健福祉大学、関東学院大学 

・イベント情報配布場所：市施設、地区ボランティアセンター、病院、かながわ信用金庫、 

湘南信用金庫、横須賀 YMCA、県立保健福祉大学、関東学院大学など 

・ダイジェスト版配布場所：市立小中学校、県立高校、私立小,中,高校 

・団体ポスターによる広報活動：市役所１Ｆ展示場、市民活動サポートセンター入り口 

・よこすかボランティアセンター、横須賀市生涯学習センターとの連携 

・参加団体も独自のＰＲ活動をお願いします。 

 

 

去年の「夏の市民活動・ボランティア体験」のデータです。参考にしてください。 

 

開催データ 

実施日：2014年 7月 12日（土）～8月 31日（日） 

39団体 39イベント（よこすかボランティアセンター、横須賀市生涯学習財団実施分含む）を開催 

参加人数：1388名 

 

・2014年 7月 3日（木）関東学院大学授業内出張 PR（200名） 

 アクティヴ・シニア、サポートホリディネットワーク、横須賀 YMCA、どんぐりの会、 

よこすか思いっきり遊ぶ会（5団体） 

・2014年 7月 15日（火）神奈川県立保健福祉大学授業内出張 PR（100名） 

 まちづくり文化ボランティアグループよこすか市民会議（YCC）、NPO法人オーシャンファミリー 

海洋自然体験センター、大津シーハイツ・サポートクラブ、ペリー手話サークル、スペース・ほっと、 

さぽせんサポーターズ、横須賀創造空間、NPO法人日本セルフメディケーション協会、 

よこすか思いっきり遊ぶ会（9団体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

関東学院大学での出張 PR 神奈川県立保健福祉大学での出張 PR 



 

参加者の声 

 

・乳幼児を中心に仕事をしてきた。社会勉強のために今回参加させていただいた。音楽を通して障がい

の有無に関係なく一緒に楽しめたと思う。次回もぜひこのような企画に参加したいと思う。 

 

・ボランティア活動で参加するのは初めてだったので少し緊張していましたが、とても楽しく良い経験 

になりました。映画を見て笑う声などをきいて「やってよかったな」と感じるやりがいのある貴重な

体験ありがとうございました！ 

 

・他にも体験の人がいるかと思っていたが、私ひとりだったので不安だったが皆さんが優しく接して 

くれて楽しく過ごすことができた。日頃歩かないしいい運動にもなった。 

 

・普段あまり食べないような食材を使って料理をすることで、すごく勉強になりました。薬膳を初めて

作りましたが、どれもとても美味しかったです。 

 

・普段お年寄りの方と接する機会というのは少ないので今日は貴重な体験になりました。社会福祉を 

勉強する上で現場に出て、体験してみるというのはとても身になりました。 

 

・あまり子どもと接する機会がなかったので、いい機会で子どもたちからパワーをもらった。 

 

・大人の AED は何回か行っていましたが。幼児も見たことがありました。実技としてやるのは初めて

でしたので良かったです。特に乳幼児に関しては、知識として知っていると知っていないとでは、 

全く違うと思いました。普段AEDをふれることがないので何回も研修に参加してふれていないと 

すぐに忘れてしまうと思いました。 

 

・一緒にお菓子作りをして楽しく過ごすことができました。近所なのでイベント時などお手伝いできる

ことは参加したいです。 

 

・車いすとかかわる機会がほとんどなかったので、非常に多くのことを自分で体験できたと思っていま

す。多くの問題がある中でこのようなことを編み出せたことを素直に感動しました。自分はまだまだ

力がある方なので、大丈夫ですが、多くの車いすのボランティアさんは 60、70代の方がいらっ 

しゃるとうかがいました。多くの場で、このボランティアのことを広め、募っていけたらいいのでは

ないかなと思いました。 

 


